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CBL 説  明 媒  体 例
双方向 情報を相手から受け取 スピーカー、音声、 手で合図をして対









無意識 信の意図がなくとも、 き、なかば無意識 車の前輪を目の隅
■ 相手のなかば無意識的 的な顔の表情・目 にとらえておき、

























































   としているとき、後続の退い越し車線のトラックAが一瞬ヘッドライ
   トを消す。それを見たトラックBは車線変更をして、遅い車Cを退い














































































































































































































































    （a）車内からの射撃・ものを投げること（RoadwayShooting／Throwing）
    （b）自動車を用いた襲撃（＾ssau1twith Vehic1e）
    （c）踏外からの運転者への狙撃・強盗（’Sniper”／Robber）
    （d）走行至近距離からの射撃（Drive－By Shooti㎎s）
    （e）自殺・殺人的衝突（Suicide／Murder Crashes）





























































（5）自殺・殺人的衝突 車内 車内 個人的 遅延的 計画的 無し
























































































































































































    a）攻撃対象（target）への社会的関与の欠如、
    b）アイデンティティの相対的隠ぺい、




















































    クラクション反応率（Turner等，1975）
攻  撃  解  発  刺  激
ライフル存在
相手の可視の程度 統制群 「友情」 「復讐」 平 均
バンパー バンパー
ステッカー ステッカー
可視条件（カーテン開） 21．4％ 29．4％ 42．9％ 31．2％
（〃・14） （〃・17） （〃・14）
不可視条件（カーテン閉） 33．3％ 46．7％ 76．5％ 52．2％一
（〃・15） （〃・15） （〃・17）


























































































































































          （・他者の行為による覚醒）
          （・モデリング、社会的感染）

















































































































16，9   16．9
ライト   クラクション
25．3







































































































































































































































































感の表出」、 r命令」、 r明示」、 「連絡」、 r礼儀」の5カテゴリーから各々
4刺激ずつである（」Tab．6－1）。
Tab．6－1 実験用刺激カテゴリーと刺激内容
強 刺 激  （A） 弱 刺  激  （B）東1廠
ﾓ味 1 2 8 4



























。．灘姑B．1般白描報伝達 ⑬一章灘鵜瀞 ックしてきた車 ⑭ら梁鳩鰐鞠 ⑮着隷鵠錨きたので ⑮し婁躍蹴幕議 っていることの連絡





























































































































































    被験者桝  ぺ一パー運転畜排  初心運海者桝   経験運転者群
          州音 二音      二音 多音 蝋斎 二音 多音
刺激カテゴリー    （％） （％）      （％） （％） （％） （％） （％）
      強刺激 一5 40      45 25 30 55  15不快感の表出一一  一一・
      弱刺激 70 15      40 25 50 35 15
      強刺激 35 45      60 15 55 40  5
          60    25              60     5    60    40
      強刺激 55 15      40 20 70 10 20
      弱刺激 55 30       45 10 60 35
      強刺激 25 50       60  20  25  50  25
      弱刺激 30 65       55  5  35  50  15
      強刺激 60 30      35  5 95  5  0
          85  15       10  0  95



































’■L L ’止         一  被験者桝
h激カテゴリ・一
@    止             一一 」
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（■1一口一■）」 （15．0％）、 「短中音型（●一一一■一■）」 （11．3％）、 「多音
型（例えば、●一一一●一一一●一一一●）」 （20．O％）が特に不快感の表出に
用いられている。
 安全確保のクラ’クション反応はr中音型（■一■）」 （26．4％）、 「短短2音．型
（●一一一●）」 （20．0％）、 「短音型（●）」（12．1％）の3タイプに特徴を
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   SS   df   MS    F 有意差
32504880．813     21  1547851．467  27，770   ．O00
 843343．987      2   421671．993   7，565   ．001
31661536．826     19  1666396．675  29，897   ．000
 3499257．298     38    92085．718   1，652   ．008
72459285．862   1300    55737，912






























  1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920





平均（mS） S D（ms）平均（mS） S D（㎜s） 平均（mS） S D（ms）
1 410 278 644 431 520 366
、 2 295 163 459 387 276 282
一 3 541 457 824 525 565 372
4 363 276 447 322 387 261
5 403 277 596 393 407 310
命令 6 297 224 350 261 225 i66
7 129 81 1O1 41 151 93
8 125 63 117 64 127 138
9 455 217 424 230 381 276
明示 10 281 201 184 99 183 143
11 199 116 264 252 427 386
12 195 128 138 78 205 184
13 300 139 402 318 314 312
連絡 14 332 159 492 460 329 268
15 231 115 254 214 274 308
16 三62 91 206 215 118 71
17 148 79 158 128 99 58
礼儀 亘8 127 59 114 66 97 58
玉9 88 47 79 35 90 37
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   一5      20       3       5
         被験者番号
第三クラスター被験者のクラクション平均回数（指導員群）
 6    35    37    27    8    33    11    19    18






13  20  2  26  36  30  10  15  9  14  12  38  16  29  7  28  39
        被験。著堺号
第二クラスター被験者のクラクション反応の平均実質時間（学生群）
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第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 第1クラスター 策2クラスター 第3クラスター







第1クラスケー 第2クラスター 策3ケラスター 策1ケラスター 棄2クラスター 第3クラスター














     、霞一．冒、
第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 籔3クラスター













気1クラスター 第2クラスター 策3ケラスター 策1クラスター 銅2クうスター 祭3クラスター











  200、匿＿． 重
Fig．7－21－5
第1クラスター 第2クラスター 第3クラスター 第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター




















第1クラスター 第2クラスター 際3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター











第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター












129 124  114
霞＿園一＿蔓
111 146  122
目＿霞＿震L家1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター













際1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 第1クラスター 策2クラスター ㌶3クラスター












第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 第3クラスター













第1クラスター 第2クラスター 第3クラスター 第1クラスター 第2クラスタ」一 第3クラスター














第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 第1ケラスター 策2クラスター 第3クラスター












第1クラスター 第2クラスター 策3クラスーター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター













第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター















第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 桑1クラスター 策2クラスター 第3クラスター













          244            241      185占＿肇＿畷し壬＿占藤糺
第1ケラスター 第2クラスター 扇3クラスター 第1クラスター 策2クラスター 第3クラスター












 202                  186     145  136段．鰯糺鰯§L去＿占＿驚糺
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第1ケラスター 第2ケラスター 期3クラスター 策1クラスター 策2ケラスター 果3クラスター












                        145      94  70  79  81義一竃一 霞一一震一霞一
第1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター














策1クラスター 第2クラスター 策3クラスター 策1クラスター 策2クラスター 策3クラスター






第一クラスター 33． 5 84 3． 22
第二クラスター 36． 7 51 2． 95
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群 刺激場面 Q3（msec） 刺激場面の内容
指 第5刺激 517 割り込みしそうなタクシーに対して
導 第9刺激 676 突然バックしてくる車に対して
員 第1I刺激 627 見通しの悪いカーブで用心のため
第5刺激 728 割り込みしそうなタクシーに対して
学 第6刺激 402 出入口に停車している車に対して
第9刺激 642 突然バックしてくる車に対して






























クラスター 未経験者群 経験者群 指導員群
（N・20） （N・19） （N・29）
社会的エチケット 2． 35 2． 04 2． 93
（SD） （1．36） （1．19） （1．14）
安全確保 2． 63 2． 17 3． 00
（SD） （1．45） （1．25） （I．16）
感情表．現 3． 06 2． 82 3’71


























































































      クラクション持続時間が増大する
 ②仮説2 運転経験の多いドライバーは可視性の影響が強く表れると考えられ、








































































刺 激 内 容 刺激場面
停車中の車のドアが急に開けられた状況 場面5，6，8，10
前方にバックしてくる車がある状況 場面2，4，9，11














































































   地」
Fig．8－4－2 可視条件別、被験者群一別のクラクション実質時間の平均












































































































































































































































    （被験者群別、刺激カテゴリー別、可視度別）
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            方向指示器を出さない
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番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 進路妨害の車に対して、けたたま 怒りの表明 クラクション
しいクラクションを鳴らす。ある
いは鳴らしつづける
2 夜間気にくわない車が前にいると いやがらせ（不快感 ヘッドライト
わざとライトを上向きにする の表明）
3 交差点停止後の発進で急加連（横 怒りの表明 車での行動
の車の行動に腹を立てている蒔）
4 急接近してきた車が後ろで蛇行す 「お前週いぞ」とか 車での行動（クラクショ
る 「どけ」という意思 やパッシングライドの併
表示 川もある）
5 遅い車に前をずっとふさがれた時 いやがらせ・「この 車での行動
など、前にまわりこんで停める やろう」という怒り
の表明
6 無理な割り込みなどをされた時に 怒りの表明・挑戦的 車での行動
抜き返す 態度
7 閑散とした山道などで相手の顔を 挑発 車での行動
見たり、少し蛇行したりする アイコンタクト
8 後ろの車がくっっきすぎの時、急 怒りの表明 車での行動
ブレーキをふむ
9 暴走族が敵対グループに出会った 集団での威嚇・挑発 クラクション
時に身振りやクラクションで挑発 身振り
する
10 強烈な幅寄せをする いやがらせ 車での行動
一137一
I、感情の表出 2．不快感の表出
番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 進路妨害の車に対してプップッと 相手の行動への不快 クラクション
鳴らす 感の表出
2 交差点内・二重駐車のような駐車 〃 クラクション
車両に対して
3 （二輪車）後ろの車にクラクショ 〃 ブレニキランプ
ンを鳴らされた時など、ブレーキ
ランプをチカチカさせる
4 割り込み車に対してライトをチカ 〃 パッシングライド
チカさせる




6 すれ違う時、トロトロしている車 不快感の表出 エンジンの空ふかし
にエンジンをふかず
7 気に入らない車に対して、大型ト 〃 排気ガスの噴きつけ
ラックが排気ガスを噴きかける
（無関係の時も多い）
8 無理な割り込みをした車の後に、 「このやろう」 ポジション
ぺったりとくっつく
9 （二輪車）割り込んで来たり幅寄 「このやろう」 ポジション
せしたりする車力下あれば、後ろに
ざかってピタッとつける
10 悪いことをした車の横につけて 不快感の表出 アイコンタクト
（交差点停止時など）顔をにらむ
〈アイコンタクトの特殊例〉
11 （二輪車）割り込んできたり幅寄 〃 アイコンタクト
せをする車があればにらむ  ’
12 ドンくさい車があると、しばらく 〃 アイコンタクト
並走してにらむ ポジション
13 方向指示器を出さない車は合流し 〃 車での行動
たそうでも入れてやらない
14 対向車がハイビームで来ている時 〃 ヘッドライト
こちらもハイビームにする











番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 C1信号で発進が遅れている車に対し 「早く行け」という クラクション
てクラクションを鳴らす 命令
2 C1パッパァーとか、けたたましく鳴 「どけどけ」という クラクション
らし通過 命令
3 C1交差点の信号が黄から赤に変わる r来るな」という命 クラクション
時など、クラクションを鳴らしな 令と「いくぞ」とい
がら通過 う意図の明示
4 C1車庫の前に駐車されていて入れな 「ドライバー出てこ クラクション
い時、クラクションを鳴らし続け い」
る
5 C1発進時に加速が遅い時 「早く行け」 パッシングライド
6 C1下り坂で遅い車が前にいる時、よ 「早く行け」 パッシングライド
く大型車が行う
7 C1遅い先行車が進路をふさいでいる r進路をあげる」 パッシングライド
時 「どけ」
8 C1対向車がライトがまぶしい時、こ rまぶしいぞ、ライ ヘッドライト
ちらも上向きにして、また下げる トをおろせ」 （上向き）
9 C1停止中にトラックなどが空ふかし 「早く行け」 エンジンの空ふかし
をしながらじりじりとせまってく
る
10C1 （並進車への）無理な幅寄せ 「どけ」 車での行動
（ポジション）
11C1パトカーなどの緊急自動車のスピ 「どけ」「道をあけ スピーカーF 一カーとサイレン なさい」（F：存在 サイレン
の明示）
12 夜間に警察官の持っている赤く光 r止まれ」「行け」 道具
る棒 （F：存在の明示）
13 （自転車）ベルをリンリン鳴らす rどけ」という命令 ベル
（F：接近中の存在
の明示）
14 車線変更してこようとする車に対 「入るな」 パッシングライド
して、自分の方が速いので入って
来るなという指示
15 車線変更や合流してこようとする 「入るな」 クラクション
車に対して鳴らす（強く）
16 交差点で対向車が右折してこよう 「入るな」 クラクション
とする時に鳴らす
140一
17 交差点で対向車が右折してこよう 「入るな」 パッシングライド
とする時に鳴らす
18 警察官や交通巡査貝の身振りや手 一定の規則で信号と 身振り
振り（十燈火：夜間） 同じ意味 （十道具）











番号 関連 行動 意味 手段
項目




2 同乗者が車線変更時や合流時に車 〃 身振り
から左手を出す
3 合流時に窓をあけてアイゴンタク． 「入れて下さい」 アイコンタクト
ト十微笑（とくに女性） 表情
4 （二輪車）2人乗りで強引な割り 「入れて下さい」 身振り
込みをする時は、後ろの者が後続 （G：「入るよ」）
車を手で制する
5 車を左に寄せながら右の方向指示 r先に行ってくれ」 方向指示器
器を出す （cf．大型車の右折の ポジション
場合錯覚しやすい）
6 行き違いで止まってから、前の車 rどうぞ」という意 クラクション
が来ない時ドプッと鳴らしてせか 味
す
7 車を左へ寄せながら左の方向指示 r先に行ってくれ」 方向指示器
器を出す ポジション




番号・ 関連 行動 意味 手段
項目
1 カーブ地点で（とくに山間部の見 存在の明示 クラクション
通しの悪いカーブ）鳴らす
2 歩行者の側方を通過するとき、プ 〃 クラクション
ッと鳴らして注意を喚起する
（ポンを軽く）
3 F 夜間の小交差点で、出合い頭事故 他車の存在の確認と ヘッドライトE2を防止するために手前でヘッドラ 自己の存在の明示
イドを点滅（一旦消す）してみる
4 夜間の小交差点で、出合い頭事故 自己の存在の明示 ヘッドライト
を防止するために手前でヘッドラ
イドを上下させる
5 夜間の小交差点で、出合い頭事故 〃 パッシングライド
を防止するために手前でパッシン
グする
6 昼間でもヘッドライトをアップに 〃 ヘッドライト
して坂道やカーブを走る（起伏や
カーブの多い道で）
7 昼間でもカーブミラーの所でパッ 〃 パッシングライド
シングする
8 （二輸車）渋滞中の車の閥をすり 存在の明示と意図の ヘッドライト
抜けていく時は、昼間でもライト 明示
をつける
9 側方車がこちらに気づかずに進路 存在の明示 クラクション
変更してきたり、幅寄せしてくる
時に鳴らす
1O 緊急自動車が緊急事態で鳴らす 緊急自動車の存在の サイレン
明示と道路をゆずれ
という命令
＾11 緊急自動車が緊急事態でサイレン 〃  （ドライ スピーカー
と併用する バーへの直接の指令
を行う場合が多い）
12 消防車の鐘（カンカンカン） 消防車の存在の明示 鐘
（サイレンやスピーカーと併用）． と進路をゆずれとい
う命令
13 高速道路のトンネル内で方向指示 〃 方向’指示器
器を常に出す（昔行われたが今は
消滅）




15 出入口から道路に出る時、まず少 〃 革での行動
し頭を出してからじりじりと出る
（見通しが悪いとき）
16 夜間の検間などで警察官が持って 存在の明示とr停ま 道具
いる赤い光を出す棒 れ」などの命令を伝
える
ユ7 （二輪疎）遅い車が走っている時 存在の明示とrどい ポジション
A・B点の所にピタッとくっついてほしい」という圧
て相手がフェン 力
ダーミラーで見 ＾［ウ   oｦるようにする、⇒口とよけてくれる
18 （自転車）ベルをリンリン鳴らす 存在の明示 ペル
19 （自転車）ブレーキのキーキーと 〃 ブレーキ音
いう音で相手の注意をひく
20 夜間のカーブの多い道路で、ライ 〃 ヘッドライト
トを上下してこちらの存在を知ら
せる




番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 減速の少し手前で軽くブレーキラ 「減速するぞ」とい ブレーキランプ
ンプを点滅させる（特に二輪車は う意志を予め知らせ
追突されたら終わりなので） る
2 I 減速中に後続車に向かってブレー 減速の強調と減速・ ブレーキランプG キを何度がに分けてふむ（とくに 停止の予告
．最初の時点で）
3 I 交差点右左折、道路外へあるいは 行動の予告（十行動 方向指示器G 道路外からの右左折時の方向指示 の明示）
器
4 I 車線変更時の方向指示器 〃 方向指示器G
5 I 道路端へ車を停める時の方向指示 〃 方向指示器G 器
6 I 停止からの発進時の方向指示器 「発進するぞ」の意 方向指示器G 思表示十行動の明示
7 左折の時に後ろから二輪車が来て 行動の予告 方向指示器
いる時、二輸車から見えにくいの
ので早めに合図をする。
8 L 行きちがいの時、先に止まってラ 先に行けという意図 ヘッドライト
イドを消す の明示








12 バックする時、あるいはバックし 行動の明示と行動の 後退灯
たい時にはバックギアに入れてお 予告
く
13 あらかじめ右または左へ寄る（右 後続箪に対する行動 ポジション
左折や停止の前に） の予告
14 発進前にエンジンをふかして・ダ 意志の明示 車での行動
ッシュすることを横の車に知らせ
る（お互いに競争したいときなど）




16 ドライバー（自転車・二輪車利用 行動の予告・行動の 身振り
㌣含む二振㌻晦 明示
左折  右折  ／減速・停止




18 （二輪車）進路変更の時はわざと 行動の予告 身振り
一後ろに首を振ることで、ドライバ
一に償分の意志を気づかせる
19 停止旅のドアを車内から少し開け 「出るぞ」という意 ドア開放
てr出るぞ」という意思表示 思表示





番号 関連 行動 意味 手段
項目




2 F （二輸車）渋滞中の車の間をすり 行動の明示 ヘッドライトG 抜けていく時は、昼間でもヘッド
ライトをつける。アッパーライト
にするとより効果的
3 渋滞に近づいた・時ブレーキを長 〃 ブレーキランプ
くふんで後続車に知らせる
4 停止中にもブレーキをふんでおく 車が動かないように ブレーキランプ
と、停止中であるこ
との明示
5 G 滅連する時にブレーキを何度もふ スリップ防止の意味 ブレーキランプ
I み分ける もあるが減連の強調
（後続車に向かって）
6 G 交差点での右左折時や道路外へ、 行動の明示、その前 方向指示器
I あるいは道路外から右左折方向指 に意図の明示
示器を出す
7 G 車線変更時の方向指示器 〃 方向指示器
I
8 G 道路端へ車を寄せて停止する時の 〃 方向指示器
I 方向指示器
9 G ランプウェイなどからの合流の方 〃 方向指示器
I 向指示器
1O G 停止から発進する時の方向指示器 r発進するぞ」とい 方向指示器
I う意思表示と「発進
中」の行動明示
11 G 進路変更中の方向指示器 行動の明示 方向指示器
12 高速道路で追越し車線走行中の方 〃 方向指示器
向指示器（今はほとんど行われて
いない）
13 一般道路で、対向車線に出て遺越 〃 方向指示器
し中の方向指示器
14 停止中の表示に用いることがある 〃 方向指示器
（ハザードランプの方がよい）











































  ＾介田／  A（実際の予定進
   ’η  路）とBの進路を  ゴ 区別するため、合














































番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 家に迎えに来た車がフッと鳴らす 「来たぞ」という意 クラクション
味
2 対向車にライトをチカチカ点滅さ スピード取り締まり パッシングライド
せる 予告
3 トンネルを出た後に対向車がライ 「ヘッドライトをつ パッシングライド
トを消し忘れている時、ライトを けっぱなしだよ」と
点滅してやる う意味
4 タクシーが強盗にあった時など、 救助の求め ライト
上のライト（タクシーの屋根にあ一
るもの）を消す
5 手で自分の車のドアを相手に見え 相手の半ドアに気 身振り
るように叩く（走行中） 行かせる
6 例えば一方通行を逆走している車 ．間違いに気付かせる クラクション
に、間違っているぞということを
教えるために断続的に鳴らす









9 歩いている時、ライトをつけっば 「ヘッドライトがつ 身振り
なしの車に・手でパッパッとして けっぱなしだよ」
教えてあげる
10 バスガイドがバスのバック時に笛 「オーライー、オーラ 道具
でピッピッピッピッとやる。それ イ…oハイ、ちょう
からピーツピッ ど」





番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 知っている人同士で車で出合った 「こんにちは」 クラクション
時、フッと鳴らして「こんにちは」
という意味の挨拶
2 知一っている人同士で別れる時、プ 「さようなら」 クラクション
ッと鳴らして「さようなら」とい
う挨拶
3 クラクション（感謝の意味）で鳴 rどういたしまして」 クラクション
らされたら「どういたしまして」
という意味でフッと返事する
4 感謝の手を上げてもらったら「ど 「どういたしまして」 身振り
ういたしまして」という意味でこ
ちらも手を上げる
5 バスの運転手などが・同じ会社の rおはよう」「こん 身振り
バスの運転手に手を上げて挨拶 にちは」




7 二輪車で二輪車を追い越す時、手 「元気でな」 身振り
で合図する（ツーリング時・高速
道路で）





番号 関連 行動 意味 手段
項目









3 交差点の先が渋滞している時は間 横方向の交通を妨害 ポジション
隔をあけて止まってやる しないように
4 微妙なタイミングの時に少し減速 「入れてやるよ」と ポジション
して間隔をあけてやる（棚手が車 いう意図の表明と配
線変更・合流の時） 慮
5 交差点でライトを消す（停止中） 萌の革が眩しいから ヘッドライト
（夜間） （または単なる習慣）
6 交差点停止中（夜間）ブレーキを 後ろの車の運転手が ブレーキランプ
サイドブレーキにしておく 眩しいから
7 アイコンタクト十うなずき 「先に行け」との意 アイコンタクト
恩表示 身振り
8 アイコンタクト十手で 〃 〃
9 車を止めてあげる 「横断しなさい」 車での行動
一151一
V．礼儀 3、感謝・謝罪
番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 行きちがいの時など軽くフッと鳴 「ありがとう」の意 クラクション
らす（夜に多い） 味
2 入れてもらった時などドライバー 〃 身振り
が手を上げる（昼に多い）
3 行きちがいで止まってもらったξ 〃 身振り
き手を上げて通過
4 行きちがいで譲ってもらった時頼 〃 身振り
頭を下げる
5 失敗した時など手をあわせる 「ごめんなさい」 身振り
6 失敗した時など頭を下げる十手を 「ごめん」 身振り
上げる十苦笑い




番号 関連 行動 意味 手段
項目
1 歩行者などに突然鳴らす 驚かして喜ぷ クラクション
2 女の人（歩行者、停止中の車のド ひやかし、からかい クラクション
ライバー）がいたら、振り向かせ
めにクラクションを鳴らす
3 カップルなどがいたら、ひやかす ひやかし、からかい クラクション
ために鳴らす
4 女の人（歩行者）をひやかすため ひやかし、からかい 車での行動
にわざとゆっくりと走る
5 初心者マークの車をからかうため からかい 車での行動
に、わざと幅寄せをしたりする
6 女のライダーに幅寄せしたりする 〃 〃
7 女性ドライバーに幅寄せしたりす 〃 〃
る
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